




























































 b. 太郎｛には / に / は｝妻がいる。
 c. 太郎｛は / が｝｛外車 / 多彩な才能｝を持っている。
 d. 太郎｛は / が｝鋭い目をしている。
（2） バラ｛には / に / は｝｛トゲ / 香り｝がある。













（4） a. 太郎｛には / に / は｝｛??（? きれいな）妻 /*（* 鋭い）
目｝がある。
 b. 太郎｛には / に / は｝｛* 外車 /* ほくろ /* 鋭い目
/* 才能 /* 熱 /* 用事｝がいる。
 c. 太郎｛は / が｝｛? 車 /? 才能 /*（* きれいな）妻 /* 
（* たくさんの）ほくろ /*（* 鋭い）目 /*（* 高い）
熱 /*（* 大事な）用事｝を持っている。
 d. 太郎｛は / が｝{*（* 高価な）外車 /*（* 多彩な）
才能 /*（* きれいな）妻 /*（* たくさんの）ほくろ























（5） a. ??｛外車 / ほくろ / 才能 / 熱 / 用事｝｛が / は｝太
郎｛には / に / は｝ある。
 b. ?? 妻｛が / は｝太郎｛には / に / は｝いる。
 c. ｛外車 / 多彩な才能｝｛を / は｝太郎｛は / が｝持っ
ている。
 d. 鋭い目｛を / は｝太郎｛は / が｝している。











「X には Y がある」という構文は，所有文と存在文にな
りうる。所有文には，存在文と異なる特徴が少なくとも４














 c. * 東公園は三輪車がある。














（8） a. *Is there Mr. Sasaki in his office?
 a’. Is Mr. Sasaki in his office?
 b. 机の上に｛私の / あらゆる / すべての｝本がある。
 c. 公園にいる子供
 d. 私には｛* すべての /* ほとんどの / いくらかの /
多くの｝財産がある。

































獲得する（Sonja et al 2009），英語児は早期に have を含























 c. 所有という意味を表す構文「X｛には / に / は｝Y







1984: 103, Heine1997: 47）。
3.1　発話資料と分析方法
本研究では，口頭言語のデータベース CHILDES（チャ
イ ル ズ，Child Language Data Exchange System） か
ら日本語児 2 人の発話データを分析する（MacWhinney 
2000，宮田 編 2004）。一人は野地（1973 ～ 77）に基づく
S 児（0;0 ～ 6;11）のデータで，ほぼ毎日の記録が月ごと
にまとめられているものである（（ ; ）は（歳 ; 月）を表
し，例えば（6;11）は 6 歳 11 か月を示す）。84 ファイルあ
り，61,792 発話（子ども：39,627 発話）から成る（Noji，
Naka & Miyata 2009）。発話はローマ字で入力されている。
もう一人は，MiiPro コーパスの一部である N 児（1;2 ～ 5:0）















は発話者（S 児；SUM，N 児；CHI）を指定し，＋s はキーワー
ド aru「ある」を指定し，＋w2 －w2 はキーワードを含む





































（14） S 児の「ある」の < 所有者，所有物 > の発話例
 a. これ　がが　ある ‘さかなに骨がある’（2;1）
 b. ぼく　はあ　ある ‘ぼくには歯がある’（2;2）











（16） N 児の「ある」の < 所有者，所有物 > の発話例























2 児（S 児，N 児）






S 児 N 児
a. ある < 所有者　所有物 > 24 8
b. ある *< 所有物　所有者 > 0 0
c. 持ってる < 所有者　所有物 > 5 4












る。「X に Y がある」が表す所有文では，3.2 節でみたように，
（13a）（14）（16）から，所有者，所有物の順のみが観察さ
れた。「X に Y がある」が表す存在文では，以下の（18）（19）




   ［場所＋存在物＋ある］
 b. ごーごー　ここ　ある（2;2） ［存在物＋場所＋ある］
（19） N 児
 a. こえと　ここ　こ　ここに　あんよがあるの ‘これ
とこことここに足があるの’（2;7）
   ［場所＋存在物＋ある］
 b. めーめー　ここに　ある ‘目がここにある’ （2;7）






2 つめは，「X に Y がある」の X につく格助詞の使用は
子どもと大人で同様なのだろうか。大人の言語知識では，







（20） 「ある」を含む所有文 / 存在文の格助詞の使われ方
「ある」を含む文の使用では，所有の意味より存在のほ
うが多く表現されている（S 児 : 所有文 28 vs. 存在文 239，






















 a. ここに　あるよ ‘ここに乳母車があるよ’（S 児 2;2）










 b. あーこの　掃除機も　あるね ‘あそこに掃除機もあ
るね’（N 児 3;9）
（28） 存在文格助詞なし：
 a. にいちゃんとこ　がっこう　あるんよ ‘兄ちゃんの
ところに学校があるのよ’（S 児 2;9）
 b. ここ　むちとか　あるの ‘ここに虫とかいるの’（N
児 2;7）







S 児 N 児 S 児 N 児
該当する発話
文数（100%）
28（100%） 10（100%） 239（100%） 36（100%）
に  1（3.6%）  0（0%） 189（79%） 29（80.6%）
には  0（0%）  0（0%）  1（0.4%）  1（2.8%）
は  6（21.4%）  2（20%）  0（0%）  0（0%）
その他  2（7%）  3（30%）  11（4.6%）  3（8.3%）
格助詞がない 19（68%）  5（50%）  38（16%）  3（8.3%）
39
（29） S 児の「X に Y がある」の所有者人間 X の発話数と
割合




間以外で使われた割合の多い年齢において，S 児 2 歳，N
児 2 歳と 4 歳の時に使われた所有者の例を（31）～（33）
で示す。名詞の後の（　）の数字は使われた回数を示す。
（31） S 児 2 歳の所有者の例




（32） N 児 2 歳の所有者の例
 a. 人間：N 児（4）
 b. ゴリラ：（2）
（33） N 児４歳の所有者の例
 a. 人間：N 児（4）
 b. その他：みかん（3），だんごむし，これ（カード），
たくわん





（34） S 児の「X に Y がある」の場所表現 X の発話数と割合
人間 その他
6 歳  7（70%）  3（30%）
5 歳  7（87.5%）  1（22.5%）
4 歳  2（100%）  0（0%）
3 歳  7（70%）  3（30%）
2 歳 12（46%） 14（54%）
1 歳  0（0%）  0（0%）
人間 その他
5 歳  3（100%）  0（0%）
4 歳  5（45%）  6（55%）
3 歳  8（89%）  1（11%）
2 歳  4（67%）  2（33%）
場所 その他
6 歳  8（89%）  1（11%）
5 歳  20（95%）  1（5%）
4 歳  21（100%）  0（0%）
3 歳  51（100%）  0（0%）
2 歳 129（97.7%）  3（2.3%）
1 歳  4（100%）  0（0%）
（35） N 児の「X に Y がある」の場所表現 X の発話数と割合






 b. あそこに　ある（S 児 2;4）
 c. ものさし，てっぽお　売ってるとこに　こま　あ
るんじゃね ‘てっぽお；鉄砲’（S 児 2;10）
（37） a. したにも　ある ‘（母の顔のお絵描き中の発話で，）
まつ毛が下にもある’（N 児 2;10）
 b. こっちに　みぎに　しんごうが　あるのよ（N 児
2;11）
 c. あっ　ここらへんに　あるから　みえないよ ‘あっ
ここらへんにあるから虫がみえないよ’（N 児 2;11）
（38） a. とうとう　おばちゃん　あるの ‘お父さん　おば
ちゃんちにひもがあるの’（S 児 2;0）
 b. おいちゃんとこに　ある ‘おじちゃんとこにスケー
トがある’（S 児 2;3）











4 つめは，子どもによって使われる Y が表す名詞に，大
人と同様の定性の制限がみられるのかどうかという問題で
ある。大人の言語知識では，「X に Y がある」が表す所有
文の Y には定性の制限がある。（8）でみたように，「X に｛す
べての / ほとんどの」Y がある」や「X にある Y」は使え
ない。このような表現は，S 児 N 児ともに観察されなかっ
た。
一方，大人の言語知識では，「X に Y がある」が表す存
在文や「X が Y を持ってる」所有文の Y には，定性の制





5 歳  0（0%） 0（0%）
4 歳 10（100%） 0（0%）
3 歳 11（100%） 0（0%）





（40） a. とおちゃんの　かっこ　あるの ‘おとうさんの下駄
があるの’（S 児 2;0）
 b. ぼくのおおどん　あるよ ‘ぼくのうどんがあるよ’（S
児 2;3）
 c. ここ　じょりじょりちゅるの　どこに　ある？ ‘の
こぎりはどこにある’（S 児 2;4）
 d. まだ　おばちゃんに　もらったの　ある？ ‘おば
ちゃんにもらった飴はまだある？’（S 児 3;0）
（41） a. もちゅとこが　あるでしょ ‘持つところがあるで
しょ’（N 児 2;8）
 b. あっ　だれかのわすれものが　あるよ（N 児 3;3）
 c. あのしゃあ，こんどはねきょうはね　あのにしむ
らせんせいのはなしがあるんですよ（N 児 3；0）
（42） a. おかあちゃんのきもの　もっているんで（S 児 2;9）
 b. おかあちゃん　せいじくんのもってるの　ない（S
児 2;10）











3.4　所有文「X に Y がある」「X が Y を持っている」
の獲得





（43） a. とおちゃん　はは　ある？ ‘おとうさんには歯があ
るの？’（S 児 2;1）
 b. おかね　もってるんよ ‘ほくはお金をもっているの
よ’（S 児 2;1）
 c. きてぃちゃん　なに　もってんの？ ‘キティちゃん
は何を持っているの？’（N 児 2;4）
 d. ふたーつ　あちが　あるんだって　これ ‘ゴリラに
は 2 つ足があるんだって’（N 児 2;7）
S 児は「ある」所有文も「持っている」の文も使い始め
は 2 歳 1 か月からである。N 児は「持っている」文が 2 歳
4 か月から「ある」所有文が 2 歳 7 か月からの使い始めで
あった。
まず「ある」所有文の獲得過程を考察する。所有者に関




































具体的属性 物 抽象的属性 事
6 歳  2（20%）  0（0%）  4（40%）  4（40%）
5 歳  0（0%）  3（37.5%）  3（37.5%）  2（25%）
4 歳  0（0%）  2（100%）  0（0%）  0（0%）
3 歳  1（8.3%）  5（41.7%）  3（25%）  3（25%）
2 歳 20（80%）  4（15%）  1（5%）  0（0%）
1 歳  0（0%）  0（0%）  0（0%）  0（0%）
具体的属性 物 抽象的属性 事
5 歳  0（0%）  0（0%）  0（0%）  3（100%）
4 歳  5（46%）  2（18%）  2（18%）  2（18%）
3 歳  7（78%）  2（22%）  0（0%）  0（0%）
















 a. S 児：人間（18），絵本の登場人物（まんまんさん）（2）
 b. N 児：人間（3），絵本の登場人物（キティちゃん，
おさるさんなど）（9）
（49） 「持ってる」文の所有物
 a. S 児：食べ物（7），おもちゃ（5），（日常の）物（8）

















































































 c. 所有という意味を表す構文「X｛には / に / は｝Y
がある」「X｛は / が｝Y を持っている」において，
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A Preliminary Study on the Acquisition of Predicative Possessive Expressions  
by Japanese-speaking Children
Shigeko MATSUFUJI
Laboratory of the English Language, Nippon Veterinary and Life Science University
Abstract
This study considers the developmental course of the acquisition of predicative possessive expressions 
based on naturalistic data from two Japanese-speaking children. In what follows, （A）is the linguistic 
knowledge of Japanese adults, which was obtained from Matsufuji（2012, 2014），and（B）is the 
characteristic of the language of Japanese children. The results of（B）reveal some characteristics seen 
in the course of the development of Japanese language.
（A） The linguistic knowledge of Japanese adults; e.g., the final state of language acquisition
a. In a possessive sentence containing aru “be” or motteiru “have,” the expression containing the 
possessor occurs before that containing the possessee. In an existential sentence containing aru “be,” 
both orders are observed; the expression containing the place is ordered before that containing an 
entity and vice versa.
b. In a possessive sentence containing aru “be,” the possessor mainly refers to humans. One of the case 
particles like niwa “locative and topical particle,” ni “a locative particle,” or wa “a topical particle” is 
added after the noun phrases expressing the possessor. Definite noun phrases or adnominal forms are 
not utilized for noun phrases expressing the possessee, which conforms to the definiteness constraint. 
In an existential sentence containing aru “be,” a locative expression is used in the position of the noun 
phrase expressing place. A locative particle ni is added after the locative expression. The definiteness 
constraint does not cover the noun phrase expressing the entity.
c. There are at least two constructions expressing possession: X {niwa/ni/wa} Y ga aru “X {locative 
or topical or both particles} Y a nominative particle be” and X {wa/ga} Y o motteiru “X {a topical 
or nominative particle} Y an accusative particle have.” The latter construction also expresses the 
relation of carrying an entity with a person. The former construction is used in cases where there is 
a wider relation between the possessor and the possessee.
（B） The characteristics of Japanese children’s language at an intermediate stage of language acquisition
a. Both possessive sentences and existential sentences were used in correct word order.
b. In a possessive sentence containing aru “be,” humans were the possessor in many cases, but plants, 
animals, and artificial things were also the possessor in early stages of language acquisition. Few case 
particles following the possessor noun phrase were used. A case particle such as wa, ni, mo, or ga 
was used in a few cases. Definite noun phrases or adnominal forms were not used for noun phrases 
expressing the possessee, or the two children were sensitive to the definiteness constraint. In an 
existential sentence containing aru “be,” in the position of the noun phrase expressing the place, a 
locative expression was used in most instances. The locative particle ni was usually added after a 
locative expression. Definite noun phrases or relative clauses were seen for a noun phrase expressing 
an entity, because noun phrases expressing an entity are not bound by the definiteness constraint.
c. Two constructions expressing possession: X {niwa/ni/wa} Y ga aru and X {wa/ga} Y o motteiru 
started to be used between the ages of two and three. The children’s aru “be” sentences captured 
the relation of the whole and a part and the aru verb was stative. Their motteru “have” sentence 
expressed the relation of carrying an entity with a person, and the motteru verb was nonstative. 
These characteristics were different from those of adult language. A hypothesis concerning the 
meaning of possession as in（C）is proposed in this study.
（C） In the course of Japanese language development, the meaning of an aru “be” possessive sentence 
extends the relation of the whole and a part to that of the possessor and the possessee. The meaning 
of a motteru “have” possessive sentence expresses first carrying and then possessing, whose meaning 
is derived or ‘bleached （Heine 1997: 47）’ from the former meaning.
Future directions for research are （i） to test the hypothesis by conducting an experimental study and 
（ii） to hold a comparative study by examining have sentences of English-speaking children to determine 
whether there is a common principle accounting for the acquisition of predicative possessive expressions 
in Japanese and English.
Key words : predicative possession, child language acquisition, Japanese language
Bull. Nippon Vet. Life Sci. Univ., 64, 34-43, 2015.
日本語の叙述的所有表現の獲得に関する予備的考察 *
